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2020年５月号 2
※この特集は、16ページの「市民からのメッセージ」の対象です。

令和２年度予算　
令
和
２
年
度
当
初
予
算
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
、
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
、
住
み
続
け

た
い
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
す

「
暮
ら
し
や
す
さ
向
上
予
算
」
を
編
成
し

ま
し
た
。

①�「
健
や
か
」に
暮
ら
せ
る

　
地
域
づ
く
り
　

　
保
育
所
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど

の
待
機
児
童
対
策
や
、
保
育
料
・
給
食

費
の
無
償
化
な
ど
の
負
担
軽
減
と
い
っ

た「
子
育
て
支
援
」の
ほ
か
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る「
地
域
共
生
社
会
」に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
や
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
「
健
康

づ
く
り
」に
取
り
組
み
ま
す
。

②「
安
心
安
全
」の
基
盤
づ
く
り
　

　
災
害
に
備
え
た
防
災
無
線
や
防
災
ラ

ジ
オ
の
整
備
、
マ
ッ
プ
の
配
布
な
ど
対

策
の
強
化
を
図
る
ほ
か
、
学
校
等
で
の

安
全
対
策
強
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

日
ご
ろ
の
安
全
を
守
る
た
め
、
公
共
施

設
の
保
全
を
は
じ
め
、道
路
や
橋
梁
、河

川
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
取
り
組
み

ま
す
。

③�

未
来
へ
つ
な
ぐ

　「
に
ぎ
わ
い
」づ
く
り
　

　

農
林
業
な
ど
の
６
次
産
業
化
や
創
業
支

援
と
い
っ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
の

ほ
か
、
女
性
の
就
労
促
進
や
若
者
の
人
材

確
保
等
の
雇
用
対
策
、
小
谷
城
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
な
ど
へ
の
特
色

あ
る
企
業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な

観
光
誘
客
の
ほ
か
、
関
係
人
口
の
創
出
や

移
住
促
進
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

※ 表示単位未満をそれぞれ四捨五入しているため、合計は総額と一致しない場合があります。

一般会計予算額
537億円（前年度比2.3％増）
特別会計予算額
256億4,300万円（前年度比1.4％減）
企業会計予算額
301億9,716万円（前年度比3.7％増）

一　般　会　計　【歳入・歳出の内訳】

歳出のポイント
　民生費は、保育園・認定こども園・放課後児童ク
ラブの運営費やしょうがい者自立支援給付費等の増
加により前年度比3.4%増。衛生費は、湖北広域行政
事務センターの斎場整備負担金の増加により53.4％
増となりました。また公債費は、繰上償還金が大き
く増加し25.2％増となりました。
　一方、教育費は、ながはま文化福祉プラザや長浜伊
香ツインアリーナの整備費が大きく減少したため、
36.3％減となりました。

歳入のポイント
　市税は、給与所得の増加による個人市民税の増や
家屋の新増築に伴う固定資産税の増により前年度比
0.5％増。地方交付税は、合併算定替の縮減等による
普通交付税の減少で1.5％減、国庫支出金は大型の建
設事業の終了等で5.3％減となりました。
　また、市債は、ながはま文化福祉プラザ等の建設事
業が終了したものの、湖北広域行政事務センターの斎
場や防災行政無線等の整備に伴い36.8％増となりま
した。

市債9.2%
49億5,880万円

議会費0.5%
2億6,525万円

民生費37.2%
199億9,680万円

衛生費13.2%
71億1,234万円総務費

9.8%
52億8,055万円

公債費9.7%
51億8,937万円

土木費9.6%
51億6,937万円

教育費9.5%
51億649万円

消防費4.8%
25億7,273万円

農林水産業費4.1%
22億2,166万円

商工費・労働費1.4%
7億3,546万円

県支出金7.1%
38億1,489万円

市税30.9%
165億9,502万円

分担金・
使用料等1.1%
5億6,537万円

繰入金6.1%
32億8,942万円

その他2.2%
11億7,479万円

地方消費税交付金等6.1%
32億7,300万円

国庫支出金12.2%
65億2,872万円

地方交付税
25.1%
135億円

歳出 歳入

予備費0.1%
5,000万円長浜家(市)の家計簿�～年収400万円の家計に例えてみました～

　表を見ると、生活費や借金の返済など、必ず支払わな
ければならないものへの出費が多いことが分かりま
す。家計でいうと、自由に使えるお金が少なく、節約が
厳しい状況といえます。
　このような中、自宅の増築などの投資はなるべく控

えるなど、家計を健全に維持するために支出を抑えた
り、将来の暮らしのために借金を繰り上げ返済したり
しながら、バランスを堅持しています。
　今後も、先を見据えて必要なことに取り組めるよう、
引き続いてお金のやりくりにも力を入れていきます。

収入・支出項目（実際の項目） 収入の部 支出の部 前年との増減
給与（市税や地方交付税など） 400 万円 ± 0
その他雑収入（施設の利用料など） 58 万円 ± 0
親からの仕送り（国や県からの支出金） 119 万円 － 6 万円
生活費（人件費や委託料、補助金など） 313 万円  ＋30 万円
医療費（福祉関係にかかるお金） 132 万円  ＋2 万円
自宅の修理費（道路や学校などの修繕費） 4 万円  ＋1 万円
自宅の増築（道路や学校などの建築事業費） 40 万円  －36 万円
子どもへの仕送り（特別会計に支出するお金など） 58 万円  ＋1 万円
借金の返済（市債の元金や利子の支払い） 60 万円  ＋ 12 万円
貯金（基金に積み立てるお金） 1万円  ± 0
その他（予備費など） 10 万円 ± 0
小計 577 万円 618 万円  
収入不足の補填
・貯金の取り崩し（財政調整基金繰入金） 貯金残高　　66 万円（± 0 万円）  
・借金（市債） 41万円  借金残高　 542 万円（＋2 万円） 
合計 618 万円  618 万円 

◆市債（市の借金）の状況(一般会計分)
　大型建設事業により平成30年度以降増加傾向ですが、計
画的な繰上償還で市債残高を抑制しながら、投資的事業の推
進と財政の健全化を両立していきます。

令和２年度末
残高見込み
471億円

前年度比＋1.5億円

一
般
会
計
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
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H25〜H30は決算ベース
R１〜は予算ベース（ ）
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市民・自治 ～市民とともに創る～
◆新たな学びの場づくり応援

173万円
　地域づくりのための担い手育成や
多様な主体の参画をめざし、ながはま
コミュニティカレッジなど、市民同士
が教え・学びあい、つながれる場の提
供や、地域で行う子どもの学びの場づ
くりを応援します。

◆窓口サービスの向上　　　　　��114万円
　Ｉ

アイシーティー

ＣＴを活用し、いつでも・どこでも住民異動届が事
前に作成できる「C

チ ャ

HA-C
チ ャ ッ ト

HAT申請」のシステム導入や、
死亡に伴う各種手続き
を、ご遺族に寄り添い
案内する「おくやみコ
ンシェルジュ」を配置
し、窓口サービスの向
上を図ります。

◆協働の仕組みづくり　　　　　　�50万円
　協働やつながりづくりを支援する「中間支援組織」の設立に
向けた取組みを行い、多様な主体の参画や協働による新たな
まちづくりを進めること
で、地域課題の解決を図
り、持続可能で活力ある
地域社会を実現していき
ます。

◆長浜ファン・関係人口創出
713万円

　体験や交流事業に取り組む市内の
各種団体や首都圏での長浜応援チー
ム「東京―長浜リレーションズ」など
が連携する仕組みづくりにより、長浜
と深くつながる関係人口を創出し、都
市部からの人の流れを生み出します。

◆�観音の里・祈りとくらしの
文化伝承　　　��646万円

　各観音堂や観音像の状況や、保存・
受入れ体制の調査を実施し、保存伝承
に向けた検討を進めます。また、観音
文化の情報発信や来訪者の受入れ環
境の整備を進め、交流人口の拡大を図
ります。

◆長浜伊香ツインアリーナ
　第2期整備

　４億5,000万円
　(債務負担R２〜R３)　

　平成29年に策定した基本計画に基
づき、第１期工事で整備した長浜伊香
ツインアリーナ(体育館)に続く第２
期工事として、駐車場およびグラウン
ド防球ネット、トイレ、芝生広場（総合
遊具含む）等の整備に取り組みます。

◆外国人児童生徒教育サポート支援
　2,872万円

　市内小・中・義務教育学校に在籍
する約300人の日本語指導が必要な
児童生徒が円滑に学校生活を送れる
ように、日本語力および基礎的・基本
的な学力を身につけるための支援を
行います。

◆小学校・中学校・義務教育
　学校校内ＬＡＮ整備

３億4,500万円
　(令和元年度３月補正予算)　

　国が進める「Ｇ
ギ ガ

ＩＧＡスクール構
想」の実現に向けて、子どもたちが
１人１台のＰＣ端末を利用できる
よう、学校におけるＩＣＴ環境を強
化するため、高速大容量な校内通信
ネットワークを構築
します。

教育・文化 ～健やかで豊かな心が育つ～

◆放課後児童クラブの運営　４億2,382万円
　放課後児童クラブの待機児童解消を図るため、長浜北
小学校において公設放課後児童クラブの施設整備を行う
とともに、民間放課
後児童クラブの参
入促進に向けた補
助制度の強化を行
います。

◆健康づくりの推進　　　　　��　379万円
　I

アイオーティー

oT機器や健康推進アプリを使った健康管理支援を行
います。また健康大使による積極的な健康づくりの啓発
のほか、大型量販店
等での健康度測定
や個別相談ができ
る拠点の整備に取
り組みます。

健康・福祉 ～いきいきと温かく生きる～
◆保育人材の確保対策

1,345万円
　奨学金返還支援、宿舎居住支援、
再就職定着応援金の３つの支援策に
より、保育人材を確保することで、待
機児童の解消につなげ、子育てを強
力に応援するまちとして、安心して子
育てができる環境づくりを進めます。

◆市民で支える小学校給食費無料化
２億 5,163万円

　子育て世帯の経済的負担の軽減を
図り、安心して子育てができる環境
の整備を進めていくため、子どもた
ちのすこやかな成長を市民全体で支
える小学校給食費補助事業を継続し
て実施します。

◆地域共生社会づくり
2,310万円

　各地域にコーディネーターを配置
し、さまざまな関係団体・関係者が地
域の課題について話し合う場を設けま
す。また、地域では解決できない困り
ごとに対して、専門機関が連携してチー
ムで対応するための体制をつくります。

長浜市　令和２年度主要施策

「住み続けたい」まちをめざす　『暮らしやすさ向上予算』
～令和２年度はこんなことに取り組みます～

　人口減少、少子高齢化が今後さらに加速する中で、地方自治体がそれらにど
う対応していくかが問われています。
　10 年、20 年先を見据え、誰もが健康で安心して暮らせる基盤づくり、そして、
未来に向けての賑わいを生み出す施策を重点に取り組みます。
　長浜市総合計画に掲げる「C

チ ャ レ ン ジ

hallenge( 挑戦 ) ＆ C
ク リ エ イ シ ョ ン

reation ( 創造 )」の合言
葉のもと、市民と行政が一緒になって、「市民の暮らし」を最優先にした未来志
向のまちづくりを進めます。
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産業・交流 ～まちの魅力が光り活力にあふれる～

安全・安心 ～不安なく穏やかに暮らす～
◆消費生活対策 (特殊詐欺撃退機器購入費補助金)

35万円
　高齢者の特殊詐欺被害の主な手口が電話であること
から、未然に防止
することを目的に
製造された電話機

（機器）を購入する
高齢者(市内在住の
65歳以上の人のみ
の世帯)に、補助金
を交付します。

◆国際観光 (インバウンド)の推進　500万円
　外国人観光客向けの情報発信と受け入れ態勢の充実を
行います。また、今後のインバウンド施策の方向性と誘客
効果のある事業を検討するため、市へ訪れる外国人の動態
等を把握するニーズ調査を行います。

◆小規模農家への営農継続支援　�210万円
　大規模農家が集積・集約できない条件不利な農地の保
全や遊休農地化の未然防止を図るとともに、小規模農家
が生産基盤を維持し、営農を継続するために必要となる
農業用機械等の導入を支援します。

◆防災行政無線のデジタル化
　５億7,584万円

　災害時の情報伝達手段として、屋外へは市内全域で統
一するデジタル無
線の運用に向けた
整 備 を 行 い ま す。
また、屋内へは県域
ラジオ放送網を活
用した緊急放送を
受信できる緊急告
知ラジオを防災拠
点等に配備します。

◆地域雇用活性化推進��3,991万円(協議会)
　市や経済団体、教育機関等で構成する長浜地域雇用創造
協議会が、厚生労働省の委託を受け、「魅力ある雇用」やそ
れを担う人材の維持・確保を図るための事業を行い、人口減
少や労働力不足等の課題解決に取り組みます。

◆森林マッチングの推進　　　�1,507万円
　森林に関する技術研修や情報発信等をはじめ、大都市
にはない魅力である森林空間を、健康、観光、教育等に活
用する「森林サービス産業」を創出することで、関係人口
増加による山村地域の活性化を図ります。

◆北部地域の魅力発見　　　　　�320万円
　奥びわ湖や余呉湖などの雄大な自然、美しい景観、地域
に数多く残る歴史文化・史跡などの資源を活かした地域
住民による北部地域の魅力発信や交流人口の拡大に向け
た取組みを支援します。

◆新斎場の整備　　　�　24億 4,082万円
　老朽化したこもれび苑、木之本斎苑、余呉斎苑、西浅井
斎苑の４施設を集約し、自然災害への対策や超高齢化社
会による将来需要を見越した必要な規模と機能を備えた
新斎場を建設します。

◆豊公園の再整備　　　　　�　8,792万円
　魅力ある都市公園をめざし、バリアフリー化をはじめ、
近年の多様なニーズに対応した自然豊かな憩いの場とし
て再整備します。

環境・都市 ～水と緑に包まれ住まう～

◆長浜おためしワークステイ　　　85万円
　北部地域への移住定住希望者にお試しで移住する体験
プログラムを提供し、地域の生活や文化、自然にふれるこ
とで移住への不安の解消を図り、地域おこし協力隊のなり
手確保や移住定住促進につなげます。

◆田村駅周辺整備　　　　　　　�885万円
　田村駅周辺整備基本計画に位置づけた各事業等に取り
組み、地域の活性化と魅力アップにつながるよう計画的
な市街化を推進します。また、事業進出に意欲のある企
業と具体的な検討を進めます。

◆空き家相談窓口等業務委託　　�202万円
　空き家所有者等からの相談に対し、建築および空き家
の専門家が建物等の状態を確認し、専門的見地からアド
バイスをすることで、空き家の適正管理や利活用の促進、
また特定空家等への未然防止を図ります。

◆橋梁の長寿命化　　現年分１億 5,300万円
　(２億4,695万円 債務負担R２〜R３)

　長浜市橋梁長寿命化修繕計画に基づき、寿橋（122.4
ｍ・小谷丁野町ほか）、三条橋（46ｍ・湖北町山本）の修
繕工事等を実施し、橋梁の長寿命化を図り安全な通行を
確保します。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財

／
各
種
相
談

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

５月24日(日)クリスタルプラザ、クリーンプラントおよび伊香クリーンプラザでごみの持込みを受け付け
ていますのでご利用ください。来月の予定日は６月28日(日)です。問環境保全課 ☎６５－６５１３

毎週第２土曜日は市民献血デーです。献血へのご協力をお願いします。５月９日(土)西友長浜楽市店　10時～11時45分、
13時～ 15時30分詳細は滋賀県赤十字献血センターホームページまで。問健康企画課 ☎６５－７７７９

　
国
民
健
康
保
険(
国
保)

は
、
ケ
ガ
や
病
気
の
と

き
に
安
心
し
て
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
み
ん
な
で
助
け
合

う
制
度
で
す
。

　
近
年
、
医
療
費
や
後
期
高
齢
者
支
援
金
、
介
護

納
付
金
の
増
加
が
続
き
、国
保
の
財
政
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、平
成
30
年
度
か
ら
国
保
の
運
営
を

市
町
単
位
か
ら
県
単
位
に
拡
大
す
る
と
い
う
、制

度
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
が
、１
年
間
に
必
要
な
県
全
体
の
医
療
費
を

計
算
し
、
各
市
町
の
所
得
水
準
等
に
応
じ
て
、
標

準
保
険
料
率
を
示
し
ま
す
。

　
今
年
度
の
県
が
示
し
た
標
準
保
険
料
率
は
、平

均
世
帯
で
1.5
％
上
が
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
の
国
保
の
基
金
を
投
入
し
据
え
置
く
こ
と
と

し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
率
を
据
え
置
き
ま
す

問 
保
険
医
療
課 

☎
65
・
６
５
１
２

　

 
税　
務　
課 

☎
65
・
６
５
０
８

　
昨
今
、喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い

て
世
間
の
関
心
も
高
ま
っ
て
お
り
、
喫
煙
は

「
個
人
の
嗜
好
の
問
題
」
と
片
付
け
る
こ
と
が

難
し
い
時
代
で
す
。

　
た
ば
こ
の
煙
は
が
ん
や
肺
の
病
気
、心
筋
梗

塞
や
脳
卒
中
の
原
因
と
な
る
ほ
か
、子
ど
も
や

妊
婦
、患
者
の
健
康
へ
の
影
響
が
大
き
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、た
ば
こ
の
煙
に
よ
る
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
自
分
や
大

切
な
人
の
健
康
を
た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

【
た
ば
こ
の
煙
の
特
徴
】

〇
約
70
種
類
の
発
が
ん
物
質
が
含
ま
れ
る

〇
７
ｍ
以
上
先
ま
で
届
く

〇
喫
煙
者
の
息
に
も
化
学
物
質
が
含
ま
れ
る

〇 

壁
や
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
に
煙
の
成
分
が
付

着
し
、子
ど
も
が
知
ら
な
い
間
に
口
に
す
る

【
禁
煙
外
来
に
つ
い
て
】

　

条
件
を
満
た
す
と
保
険
適
用
を
受
け
て
禁

煙
外
来
を
受
診
で
き
ま
す
。
市
内
禁
煙
外
来

の
場
所
や
保
険
適
用
条
件
は
、
電
話
で
担
当

課
、ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

問 

健
康
企
画
課　
☎
65
・
７
７
７
９

保険料率の決め方
　滋賀県が県全体の医療費などの総額を推計し、
その結果に基づいて市町ごとに標準保険料率を
提示します。
　それを参考に、市町が保険料率を決定します。

保険料額（年額）の参考例
①年金収入120万円以下(所得０円)　
　70歳代　１人世帯(７割軽減)　保険料：18,000円

②給与収入約212万円(所得130万円)　
　夫65歳、妻65歳の２人世帯(軽減なし)　保険料：182,460円

③給与収入約400万円(所得266万円)　
　夫55歳、妻52歳の２人世帯(軽減なし)　保険料：386,010円

１世帯あたりの保険料額
　所得割額と均等割り額、平等割額をすべて加算したものが、世帯の保険料額となります。

※１　医療分… 医療給付費(医療に係る費用の７割相当分)に充てるためのもので、被保険者
の皆さんに負担していただきます。

※２　支援分… 後期高齢者(75歳以上の人)の医療費の一部を支援するもので、被保険者の
皆さんに負担していただきます。

※３　介護分…介護保険に要する費用に充てるためのもので、40歳以上64歳までの人
　　　　　　　(介護保険の第２号被保険者)に負担していただきます。

令和２年度保険料率 医療分　※１ 支援分　※２ 介護分　※３

所得割額
(前年所得－33万円)×率 ６．８０％ ２．３２％ ２．３１％

均等割額(１人あたり) ２５，０００円 ９，０００円 ９，９００円

平等割額(１世帯あたり) １９，４００円 ６，６００円 ５，９００円

賦課限度額 ６３０，０００円 １９０，０００円 １７０，０００円

患者負担

『保険料』

医療費総額

国、県からの
支出金など

○
国
民
健
康
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す

　

一
定
の
所
得
以
下
の
世
帯
に
対
し
て
均
等

割
額
と
平
等
割
額
を
軽
減（
７
割
・
５
割
・
２

割
軽
減
）し
て
い
ま
す
。
軽
減
は
、
前
年
の
所

得
を
も
と
に
判
定
し
て
い
ま
す
。
所
得
の
な

い
人
も
申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
を
し
て
い

な
い
と
所
得
不
明
と
な
り
軽
減
判
定
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、所
得
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減
を
拡
充
し
ま
す

５
割
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

　

被
保
険
者
数
に
乗
じ
る
金
額
を
28
万
円
か

ら
28
万
５
千
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、５
割

軽
減
の
対
象
と
な
る
所
得
金
額
を
拡
大
し
ま

す
。

２
割
軽
減
対
象
世
帯
の
拡
大

　

被
保
険
者
数
に
乗
じ
る
金
額
を
51
万
円
か

ら
52
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
、２
割
軽
減

の
対
象
と
な
る
所
得
金
額
を
拡
大
し
ま
す
。

○
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限
度
額

　

中
低
所
得
者
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た

め
、
保
険
料
の
上
限
額
に
つ
い
て
、
医
療
分
を

61
万
円
か
ら
63
万
円
に
引
き
上
げ
、介
護
分
を

16
万
円
か
ら
17
万
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
支
援
分
に
つ
い
て
は
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

○
非
自
発
的
失
業
者
の
保
険
料
を
軽
減

　
リ
ス
ト
ラ
な
ど
会
社
都
合
で
離
職
し
、国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
う
ち
、「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」に
記
載
さ
れ
た
離
職

理
由
が「
11
、12
、21
、22
、23
、31
、32
、33
、34
」

の
い
ず
れ
か
で
、離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の

人
は
、
届
出
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。

○
国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
は
10
回
で
す

　

保
険
料
は
年
度
単
位(

４
月
～
翌
年
３
月)

で
計
算
し
、年
間
の
保
険
料
を
６
月
～
翌
年
３

月
の
10
回
に
分
け
て
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、一
部
の
人
は
公
的
年
金
か
ら
の
納
付
と

な
り
ま
す
。
納
付
方
法
は
６
月
中
旬
に
発
送

す
る
納
付
通
知
書
に
記
載
し
ま
す
。

○
納
付
通
知
書
は
世
帯
主
に
送
付
し
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
料
は
世
帯
ご
と
に
計
算
し
、

納
付
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、保
険
料
の
計
算
対
象
と
な
る
の
は
国
保
加

入
者
の
み
で
す
。

○�

令
和
２
年
度
中
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
移
行
す
る
世
帯
主
の
納
付
方
法
に
つ
い
て

　
世
帯
主
が
75
歳
と
な
り
、後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
す
る
年
度
の
保
険
料
は
、年
金
か

ら
の
天
引
き
は
中
止
し
、納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
を

　

納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促
手
数
料
や
延
滞
金

が
発
生
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、納
付
通
知
書
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
未
納
が
続
く
と
、
有

効
期
限
が
短
い(

６
か
月)

被
保
険
者
証
を
交

付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
納
が
あ
る
と

限
度
額
適
用
認
定
証
※
の
交
付
や
人
間
ド
ッ

ク
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※「 

限
度
額
適
用
認
定
証
」と
は
、
入
院
時
、
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
自
己
負
担
分
が

高
額
療
養
費
の
限
度
額
ま
で
に
な
る
証
明

書
の
こ
と
で
す
。

○
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ　
Ｐペ

イａｙ
で
納
付
で
き
ま
す

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」ア
プ
リ
内
で
、納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
24
時
間
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
市
税
や
保
険
料
等
が
納
付
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、納
付
証
明
書
が
発
行
可
能
に
な
る
ま

で
に
最
長
１
か
月
程
度
か
か
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財

／
各
種
相
談

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

５月５日（火・祝）～11日（月）は「児童福祉週間」です。この機会に、親子のふれあいや子どもの健全育成、児童虐待問題、
子どもの権利について考えましょう。【令和２年度児童福祉週間標語】やさしさに　つつまれそだつ　やさしいこころ

民
生
委
員
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
、
長
き
に
わ
た
り
、

支
援
が
必
要
な
人
と
関
係
機
関
を
つ
な
ぎ
、

ま
た
、
人
と
ひ
と
、
人
と
地
域
と
を
結
び
、
献

身
的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
皆
さ
ん
が
い
ま
す
。

　
高
齢
者
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
へ
の
支

援
が
必
要
な
と
き
、
子
育
て
や
介
護
で
の
心

配
や
不
安
が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
地
域
の
身
近
な
相
談
役
で
あ
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員
へ
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
次
の
よ
う
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

○
調
査
と
実
態
把
握

　
地
域
住
民
の
生
活
状
態
を
必
要
に
応
じ
て

適
切
に
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
相
談
・
援
助
、情
報
提
供

　
援
助
を
必
要
と
す
る
人
が
、自
立
し
た
日
常

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、生
活
に
関
す
る
相
談
に

応
じ
、助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
適
切
に
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
ま

す
。

○�

関
係
団
体
と
の
連
携
や

　
行
政
機
関
へ
の
協
力

　
社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
者
や
団
体

等
と
の
連
携
を
深
め
、
そ
の
事
業
や
活
動
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
行
政
機
関
の
業
務
に

協
力
し
ま
す
。

○�

地
域
福
祉
活
動
と
民
生
委
員
児
童
委
員

　
協
議
会
活
動

　
地
域
で
暮
ら
す
人
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
の
活
動
を
、
必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
組

織
す
る「
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」に
お

い
て
、
委
員
同
士
の
情
報
交
換
や
連
絡
調
整

を
図
る
定
例
会(

月
に
１
回
程
度)

等
の
活
動

や
、
資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
会
に

参
加
し
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
の
活
動

　
主
任
児
童
委
員
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
中
で
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門

的
に
担
当
す
る
委
員
で
、
地
区
ご
と
に
選
任

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
児
童
福
祉
に
関
す
る
機
関
と
担
当
地
区
の

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
や
援

助
お
よ
び
協
力
を
行
い
ま
す
。

　
健
康
推
進
員
は
、地
域
で
減
塩
な
ど

の
料
理
教
室
を
開
催
し
た
り
、運
動
教

室
を
企
画
し
た
り
、家
族
や
ご
近
所
な

ど
身
近
な
人
た
ち
へ
健(

検)

診
を
呼

び
か
け
る
な
ど
、地
域
で
健
康
づ
く
り

を
推
進
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、現
在

３
２
４
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
の

で
、や
り
が
い
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
希
望
す
る
人
は
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

【
対
象
者
】

　

市
内
在
住
で
健
康
づ
く
り
に
関
心

が
あ
り
、
講
座
修
了
後
、
健
康
推
進
員

と
し
て
地
域
で
活
動
す
る
意
思
が
あ

る
人

【
定　
　
員
】�

15
人(

先
着
順)

【
講
座
期
間
】�

６
月
～
12
月　
全
９
回

【
受
講
料
】�

無
料

【
申
込
期
限
】�

６
月
11
日(

木)

【
申
込
み
】

　

電
話
で
担
当
課
ま
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
講
座
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、受
講
者
に
別
途
案
内
し
ま
す
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、講
座
を
延
期
ま
た
は

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

年
に
一
度
は
必
ず
特
定
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　

国
民
健
康
保
険(

国
保)

特
定
健
診
は

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
が
対
象
で
、

糖
尿
病
や
高
脂
血
症
な
ど
の
生
活
習
慣

病
を
早
期
発
見
で
き
ま
す
。

　
６
月
か
ら
、
市
の
総
合
健
診
会
場
と

指
定
医
療
機
関
で
特
定
健
診
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
対
象
の
皆
さ
ん
に
は
５
月

下
旬
に
受
診
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
長
浜
市
国
保
の
特
定

健
診
受
診
率
は
39
・
８
％
で
、
平
成
29

年
度
の
34
・
２
％
か
ら
5.6
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
、
県
内
最
下
位
か
ら
脱
却
で
き
ま

し
た
。

　
受
診
率
が
上
が
る
こ
と
で
、
県
か
ら

の
交
付
金
が
増
え
、そ
の
結
果
、保
険
料

の
急
激
な
上
昇
を
抑
え
る
な
ど
の
安
定

的
な
国
保
運
営
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め

に
は
も
ち
ろ
ん
、
安
定
的
な
国
保
運
営

の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
特
定
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
職
場
で
健
診
を
受
け
て
い
る

人
、通
院
治
療
中
の
人
、０
次
健
診
を
受

け
る
と
い
う
人
、
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け

る
と
い
う
人
も
、
特
定
健
診
を
受
け
た

と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
５
月
下

旬
に
受
診
券
と
と
も
に
お
送
り
す
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

毎
年
受
け
る
と
受
診
費
用
が
無
料
に

　
特
定
健
診
は
本
来
約
８
，
０
０
０
円

の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
市
国
保
に

加
入
し
て
い
る
人
は
１
，
０
０
０
円
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
特
定
健
診
を
毎
年
続
け
て

受
け
て
い
る
人
は
受
診
費
用
が
無
料
に

な
り
ま
す(

令
和
元
年
度
に
特
定
健
診

を
受
診
し
た
人
は
、
今
年
度
の
受
診
費

用
が
無
料
で
す)

。

　
ま
た
、健
診
を
受
け
た
結
果
、保
健
指

導
に
該
当
し
た
人
は
、
ど
な
た
も
無
料

で
保
健
指
導
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
お
得
な
制
度
を
利
用
し
て
、
健
康
を

維
持
し
ま
し
ょ
う
。

①�

し
ょ
う
が
い
の
あ
る
人
の
軽
自
動
車
税(

種

別
割)

を
減
免
し
ま
す

　
４
月
１
日
現
在
、
原
動
機
付
自
転
車
・
軽

自
動
車
・
二
輪
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
等
の

所
有
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、軽
自
動
車
税(

種
別
割)

の
減
免
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

○ 

身
体
障
害
者
手
帳
・
戦
傷
病
者
手
帳
・
療

育
手
帳
・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
、
そ
の
し
ょ
う

が
い
の
程
度
が
減
免
を
受
け
ら
れ
る
要
件

に
該
当
す
る
人

○ 

し
ょ
う
が
い
の
程
度
が
減
免
を
受
け
ら
れ

る
要
件
に
該
当
す
る
、
満
18
歳
未
満
の
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
ま
た

は
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
の
い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
た
人
と
生

計
を
と
も
に
す
る
人

【
受
付
期
間
】

　
５
月
７
日(

木)

～
６
月
１
日(

月)
【
申
請
方
法
】

　
所
有
者
・
運
転
者
・
使
用
目
的
な
ど
の
要

件
、
必
要
書
類
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
担
当
課
に
問
合
せ
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※ 

減
免
申
請
後
、５
月
11
日(

月)

発
送
の
軽
自

動
車
税(

種
別
割)
納
税
通
知
書
は
承
認
通

知
が
届
く
ま
で
は
納
付
せ
ず
、
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

②�

納
税
証
明
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い

　
軽
自
動
車
の
車
検
を
受
け
る
際
に
は
領
収

書
の
右
側
に
あ
る「
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

納

税
証
明
書
」が
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
人
に
つ
き
ま

し
て
は
、
６
月
中
旬
に
車
検
用
納
税
証
明
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員・児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

健
康
推
進
員
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

６
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の

特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
す

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

問 
社
会
福
祉
課 

☎
65
・
６
５
３
６

問 

健
康
企
画
課 

☎
65
・
７
７
７
９

問 

保
険
医
療
課 

☎
65
・
６
５
１
２

　

 

健
康
推
進
課 

☎
65
・
７
７
５
９

問 

税
務
課 

☎
65
・
６
５
０
８

▲今年度特定健診を受診すると、
　来年度は無料で受診できます。

「
環
境
性
能
割
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
令
和
元
年
10
月

か
ら
軽
自
動
車
税
に「
環
境
性
能
割
」が

創
設
さ
れ
、
現
行
の
軽
自
動
車
税
は「
種

別
割
」と
名
称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
税
率
等
、
詳
し
く
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

①

②

日　時 会　場 内　容(予定)

１ ６月25日(木)
９時～12時10分 ながはまウェルセンター 開講式、介護予防、生活習慣病予防　など

２ ７月～11月 
13時30分～15時 メディサポA会議室 湖北医師会の「健康教室」を受講

(７月～11月の開催日から1日を選択)

３ ８月
９時～15時10分 長浜保健所 公衆衛生、喫煙とアルコール　など

４ ９月16日(水)
13時30分～15時30分 北部健康推進センター 運動「メタボの予防」

５ ９月～11月 各地区 地域実習(健康推進員地区活動への参加)

６ 10月16日(金)
13時30分～15時30分 北部健康推進センター 運動「ロコモ予防」

７ 11月10日(火)
９時～13時30分 北部健康推進センター 減塩について、調理実習

８ 12月３日(木)
９時50分～15時30分 ながはまウェルセンター 母子保健、健康と歯科保健、食育、食生活プ

ランの立て方

９ 12月16日(水)
９時30分～15時 北部健康推進センター 調理実習、健康推進員が進める健康づくり

閉講式、修了証授与

令和２年度 令和３年度
特定健診 特定健診費用

受　診 ➡ 無　料

未受診 ➡ 有　料
(1,000円)

※国保加入者に限ります。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財

／
各
種
相
談

み
ん
な
の
掲
示
板

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

　
市
内
に
空
き
家
等
を
お
持
ち
で
除
草
等
の

管
理
に
お
困
り
で
は
な
い
で
す
か
。
居
住
せ

ず
に
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
建
物
は
、

老
朽
化
が
早
く
、草
が
生
い
茂
っ
た
り
、小
動

物
が
住
み
着
い
た
り
す
る
こ
と
で
、
近
隣
の

生
活
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
適
切
に
空
き
家

等
の
管
理
を
で
き
る
よ
う
、(

公
社)

長
浜
市

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
「
空
き
家
等
の

適
正
な
管
理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
相
互
に
連
携
協
力
し
、
空
き
家
等
の
適
正

な
管
理
を
進
め
、
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全

お
よ
び
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
高
齢
社
会
に
お
け
る
シ
ル

バ
ー
人
材
の
積
極
的
な
活
用
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

空
き
家
等
の
管
理
業
務
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

　
空
き
家
の
敷
地
内
の
除
草
、
植
木
の
剪
定
、

ま
た
空
き
家
の
清
掃
、通
風
な
ど
、空
き
家
の

管
理
に
つ
い
て
お
困
り
の
人
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

【
空
き
家
等
の
管
理
業
務
の
内
容
】

〇
除
草

〇
植
木
の
剪
定

〇
樹
木
の
伐
採

〇
空
き
家
の
清
掃
、通
風

〇
一
般
作
業
、一
般
管
理
業
務

※ 

管
理
業
務
は
有
料
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
左
記
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　

(

公
社)
長
浜
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
65
・
３
３
６
７ 

FAX 

65
・
６
０
５
６

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す

「
長
浜
市
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
委
員
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

【
募
集
人
数
】 ２
人(

選
考
委
員
会
で
決
定
後
、

本
人
に
通
知
し
ま
す)

【
任　
　
期
】６
月
１
日(

月)

か
ら
２
年
間

【
応
募
資
格
】

次
の
条
件
を
全
て
満
た
す
人

① 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
建

設
的
な
意
見
を
持
つ
人

② 

年
２
回
程
度
の
委
員
会(

平
日)

に
参
加
で

き
る
人

③ 

４
月
１
日
現
在
、
満
18
歳
以
上
の
人(

高
校

生
は
除
く)

④
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

⑤
公
職
お
よ
び
常
勤
の
公
務
員
で
な
い
人

⑥ 

市
の
附
属
機
関
の
委
員
を
３
つ
以
上
し
て

い
な
い
人

【
応
募
方
法
】

　
任
意
の
様
式
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

電
話
番
号
・「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
関
す

る
意
見
や
提
案
な
ど
を
８
０
０
字
程
度
で
ま

と
め
、郵
送
ま
た
は
メ
ー
ル
で
担
当
課
ま
で
。

【
応
募
締
切
】５
月
15
日（
金
）

　
全
国
一
斉
に
６
月
１
日
を
基
準
日
と
し
た

工
業
統
計
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
工
業
統

計
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
重
要
な
調
査

で
、
調
査
結
果
は
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振

興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。

　
調
査
の
対
象
は
、
従
業
者
４
人
以
上
の
す

べ
て
の
製
造
事
業
所
で
す
。
対
象
と
な
る
事

業
所
の
皆
さ
ん
へ
調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の

で
、ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
調
査
は
統
計
法
に
基
づ
く
基

幹
統
計
調
査
で
、
調
査
結
果
を
統
計
以
外
の

目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て

お
り
、
税
金
の
徴
収
等
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

電
話
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
活
用
し
て
調
査

を
実
施
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

「
長
浜
市
多
文
化
共
生
・
国
際
化
の
ま
ち
づ

く
り
市
民
会
議
」を
開
催
し
ま
す
。

　
当
会
議
で
、多
文
化
共
生
の
取
組
に
つ
い
て

ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
】

　
４
月
１
日
現
在
、市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の

18
歳
以
上
で
、多
文
化
共
生
に
関
心
の
あ
る
人

【
募
集
人
数
】２
人
程
度(

選
考
で
決
定
後
、
本

人
に
通
知
し
ま
す)

【
活
動
内
容
】

　
年
２
回
程
度
の
会
議(

平
日)

へ
の
出
席

【
応
募
方
法
】

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
直
接

ま
た
は
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】５
月
22
日(

金)

必
着

※ 

応
募
用
紙
は
、
担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
「
行
政
の
制
度
は
分
か
り
に
く
い
」、「
私

の
ま
ち
の
歴
史
が
知
り
た
い
」、「
健
康
で
過

ご
す
に
は
」な
ど
、
身
近
な
疑
問
や
市
政
に
つ

い
て
、市
職
員
が
地
域
に
出
向
き
、市
の
取
組

み
や
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
説
明
し

ま
す
。
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
講
座
メ
ニ
ュ
ー
】

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
冊
子
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
市
民
活
躍

課〈
本
庁
舎
３
階
〉で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

　
市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
10
人
以
上
の
グ

ル
ー
プ(

自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
、
地
域
づ
く

り
協
議
会
、趣
味
・
同
好
会
な
ど)

【
申
込
方
法
】

　
実
施
希
望
日
の
１
か
月
以
上
前
に
、
各
担

当
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、
冊
子
に
掲
載
の

申
請
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
営
農
を
継
続
す
る
た
め
、農
業
用
機
械
を
導

入
す
る
小
規
模
農
家
に
補
助
を
行
い
ま
す
。

【
受
付
期
間
】

　
５
月
７
日(

木)

～
20
日(

水)

【
対
象
事
業
・
補
助
金
額
】

　
小
規
模
農
家
営
農
継
続
支
援
事
業

　

(

補
助
率
３
／
10　
補
助
限
度
額
30
万
円)

【
補
助
要
件
】

①
水
稲
共
済
加
入
者

② 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
麦
・
大

豆
・
そ
ば
の
交
付
金
の
対
象
外
の
人

③ 

５
年
以
上
継
続
し
て
営
農
し
、
経
営
面
積

を
現
状
維
持
す
る
見
込
み
が
あ
る
人

【
補
助
対
象
経
費
】

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、 

コ
ン
バ
イ
ン
、 

田
植
機
、

　
そ
の
他
水
稲
耕
作
用
の
汎
用
機
械

※ 

補
助
金
の
交
付
決
定
は
、
申
請
順
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

※ 

受
付
期
間
中
に
予
算
額
を
超
過
し
た
場
合

は
、
交
付
決
定
額
の
調
整
等
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
額
に
達
し
な
か
っ
た
場
合
は
、

引
き
続
き
受
付
を
行
い
ま
す
。

※ 

30
万
円
に
満
た
な
い
も
の
は
対
象
外
で
す
。

空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
委
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

行
政
出
前
講
座
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

小
規
模
農
家
の
営
農
継
続
を
支
援
し
ま
す

問 
住
宅
課 

☎
65
・
６
５
３
３

問 

人
権
施
策
推
進
課 

☎
65
・
６
５
６
０

　
　
　
　
　
　
　

 　

 jinken@
city.nagaham

a.lg.jp

問 

情
報
政
策
課 

☎
65
・
６
５
４
２

問 

市
民
活
躍
課 

☎
65
・
８
７
１
１　

FAX 

65
・
６
５
７
１

　
　
　
　
　

 　

 katsuyaku@
city.nagaham

a.lg.jp

問 

市
民
活
躍
課 

☎
65
・
８
７
１
１

問 

農
業
振
興
課 

☎
65
・
６
５
２
２

新型コロナウイルス感染症関連の
最新情報はホームページで

　新型コロナウイルス感染症の対応等について
の最新情報は市ホームページで随時更新してい
ます。ぜひご覧ください。

　市公式YouTubeチャンネル「はま～るｔ
ち ゅ ー ぶ

ｂ．」で
は、「コロナウイルス感染症予防」やバンダナを
使用したマスクの作り方「縫わずに１分！バンダ
ナで作るマスク」、自宅でも親子で楽しい時間を
過ごせる「手遊び歌」など、役立つ動画を配信して
いますので、ぜひご覧ください。

市ホームページ▶

YouTube
はま～るｔｂ．

問 市民広報課 ☎６５ー６５０４
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お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

お
し
ら
せ
／

な
が
は
ま
の
文
化
財

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

／
各
種
相
談

な
が
は
ま
見
聞
録

40

料金受取人払郵便

長浜局承認

差出有効期間
2020年８月31日
まで

5 2 6 8 7 9 0

切手を貼らずに
お出し下さい。

長浜市八幡東町６３２

長浜市役所　市民広報課

「市民からのメッセージ」
係　行

市民の皆さんの声をお聞かせください
「市民からのメッセージ」

　市民の皆さんの声を市政に反映し、暮らしやす
いまちをつくるため、「市民からのメッセージ」
を募集します。「広報ながはま」や市政に関する
意見や提案をお聞かせください。
　お寄せいただいたメッセージは、市民の皆さん
と共有するため、今後、市ホームページで掲載す
る場合があります。

①切り取り線（破線）に沿って切り、中央の
　線に沿ってやま折りにします。
②のりしろにのりを付けて、貼り合わせてく
　ださい。
③切手は貼らずに、そのままポストへ投函し
　てください。

＜様式の使い方＞

【問合せ】長浜市役所市民広報課　
（電話６５－６５０４／ FAX６５－４００６）

やま折り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さん

の活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を

紹介します。あなたが知っている旬の話題など

があれば、市民広報課（☎65－6504）までお知

らせください。

４月１日(水)
中継局開設で受信感度向上
　市と、災害時の緊急告知放送に関する協定を結んでいる「エフエ
ム滋賀」の中継局(82.2M

メガヘルツ

Hz)が、市役所本庁舎に設置されました。
　市内全域の受信感度が向上するため、通常の番組がクリアな
音質で楽しめるだけでなく、災害時の情報伝達手段としても、
その効果を発揮します。この日は、開局宣言のあと、市長のイ
ンタビューや市内からのレポートなどの開局記念特別番組が
放送されました。　

４月１日(水)
新たな商工会が誕生
　長浜北、びわ、東浅井の３商工会が合併し「長浜市商工会」が
発足。本所となる湖北支所庁舎で開所式が挙行され、関係者約
30人が出席しました。
　押

お し

谷
た に

小
こ

助
す け

会長は「この合併はあくまでも手段であり目標では
ない。合併による財源的、人材的なメリットを最大限に生かし、
経済支援や地域の振興を図っていく」と抱負を述べました。
　式典後、関係者によるテープカットで新たな門出を祝いました。

４月８日(水)
小中一貫校「虎姫学園」誕生
　県内で２校目となる施設一体型小中一貫校「虎姫学園」の開
校式が開催されました。
　市長をはじめ生徒約90人が参加した式では、教育長から小

お

倉
ぐ ら

雅
ま さ

文
ふ み

校長に虎姫学園の校旗が手渡されました。市長の式辞、校
長のあいさつに続き、山

や ま

田
だ

晴
は る

飛
ひ

さんが生徒を代表し「責任ある行
動をとり、充実した学園生活を送るようにしたい。虎姫学園を素
晴しい学校にするよう全力で取り組みたい」と決意を述べました。

３月27日(金)
県内初の「Ｅ

イ ー エ ス デ ィ ー

ＳＤティーチャー」
　持続可能な社会づくりの担い手を育てる「ＥＳＤティー
チャー」の認定証授与式が高時小学校で行われました。
　県内で初となる認定を受けたのは、高時小学校の教員の６名
に加え、長浜ユネスコ協会会長の計７名。ＥＳＤティーチャー
を認定する奈良教育大学の加

か

藤
と う

久
ひ さ

雄
お

学長は、「子どもたちの大
切な未来のため、先生たちには今後とも活躍していただきた
い」と期待を寄せました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民
の皆さんの活動の様子やまちで見かけ
たほっとな話題を紹介します。あなた
が知っている旬の話題などがあれば、
市民広報課（☎65－6504）までお知ら
せください。

　

地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
発
生
時
に
備

え
、
次
の
と
お
り
情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま

す
。
こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

を
用
い
た
全
国
的
な
訓
練

で
、
市
で
は
、
防
災
行
政
無
線(

屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー)

と
連
動
し
て
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト

放
送
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度
は
計
３
回
の

実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
訓
練
日
時
】

　
第
１
回  

５
月
20
日(

水)  

11
時

　
第
２
回　
10
月
７
日(

水)  

11
時

　
第
３
回  

令
和
３
年
２
月
17
日(

水)  

11
時

　
都
市
計
画
案
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
と
な
る
都
市
計
画
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

①
祇
園
中
久
保
地
区
地
区
計
画
の
決
定

②
祇
園
八
ノ
坪
地
区
地
区
計
画
の
変
更

【
と　
き
】

　
５
月
７
日(

木)

～
21
日(

木)

【
と
こ
ろ
】

　
都
市
計
画
課〈
本
庁
舎
２
階
〉

【
意
見
提
出
】

　
所
定
の
様
式
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
を

記
入
し
、５
月
21
日(

木)

ま
で
に
直
接
担
当
課

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

意
見
に
対
し
て
の
個
別
の
回
答
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

縦
覧
期
間
中
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
都
市

計
画
案
の
閲
覧
、
意
見
書
様
式
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム(

Ｊ
ア
ラ
ー
ト)

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

都
市
計
画
案
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

問 

防
災
危
機
管
理
局 

☎
65
・
６
５
５
５

問 

都
市
計
画
課 

☎
65
・
６
５
６
２
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お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財

／
各
種
相
談

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

今月号の特集に関するご意見

今後、特集を希望するテーマ

広報ながはまに関するご意見

担当課からの返事をご希望の場合は、
連絡先をご記入ください。

住所　長浜市

氏名

電話・メール

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

たに折り

徹
底
し
た
感
染
防
止
を

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
昨
年
12
月
以

降
、中
国
の
武
漢
を
襲
っ
て
か
ら
世
界
中
に

広
が
り
４
か
月
が
経
ち
、日
本
で
も
毎
日
感

染
者
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
世
界
保
健
機

関(

Ｗダ
ブ
ル
エ
イ
チ
オ
ー

Ｈ
Ｏ)

が
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
と
発
表

し
、世
界
的
な
大
流
行
と
な
り
非
常
事
態
で

す
。

　
す
で
に「
長
浜
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
」を
設
置
し
、
私
が
本
部

長
に
就
任
し
、副
市
長
、教
育
長
、全
部
長
な

ど
市
幹
部
が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、国
県
と
連

携
し
、総
力
を
挙
げ
て
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
、今
一
度「
手
洗
い・

う
が
い
」、「
３
密(

密
閉
・
密
集
・
密
接)

を
避
け
る
」、「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
る
」な

ど
基
本
的
な
行
動
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
、
こ
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
必
ず
打
ち
勝
ち
ま

し
ょ
う
。

　
さ
て
、５
月
に
入
り
、新
緑
の
美
し
い
季

節
に
入
り
ま
し
た
。
新
年
度
、す
べ
て
が
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
る
こ
の
季
節
に
、長
浜
市

は
ま
た
一
つ
新
た
な
試
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
私
の
母
校
で
も
あ
る
虎
姫
小

学
校
、虎
姫
中
学
校
を
統
合
し
、小
中
一
貫

の
虎
姫
学
園
を
開
校
さ
せ
た
の
で
す
。

　
教
育
は
国
家
百
年
の
大
計
、本
市
で
も
市

政
の
一
番
の
柱
は
教
育
の
充
実
で
あ
り
、

地
域
の
特
性
や
状
況
に
応
じ
て
、き
め
細
か

く
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
う
し
た
中
、虎
姫
地
域
で
は
小
中
一
貫
教

育
を
進
め
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
だ
と
判
断
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
小
中
一
貫
教
育

は
、
小
中
学
校
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を
生
か

し
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、よ
り
豊
か
で

高
度
な
教
育
が
で
き
ま
す
し
、異
学
年
の
交

流
に
よ
り
、子
ど
も
た
ち
の
心
身
が
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
虎
姫
学
園
の
挑
戦
を
成
功
さ
せ
、思

い
や
り
あ
ふ
れ
る
た
く
ま
し
い
長
浜
っ
子

を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

不
整
脈
に
対
す
る
新
た
な
治
療

「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
術
」

を
始
め
ま
し
た

　

不
整
脈
の
中
で
も
動
悸
の
原
因

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
心

房
細
動
」
で
す
。
高
齢
に
な
る
ほ
ど

増
加
し
て
、
現
在
の
わ
が
国
に
は

１
０
０
万
人
近
い
患
者
さ
ん
が
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
心
房
細
動
で
は
、
心
房
内
で
無
秩

序
な
電
気
信
号
が
多
発
し
、
心
房
は

た
だ
震
え
る
ば
か
り
で
、
血
液
が
よ

ど
ん
で
血
栓
が
で
き
や
す
く
な
り
ま

す
。

　
も
し
、
血
栓
が
心
臓
か
ら
送
り
出

さ
れ
て
脳
血
管
に
詰
ま
っ
た
場
合

は
、重
症
の
脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
、

命
を
落
と
し
た
り
、
寝
た
き
り
に
な

る
こ
と
も
稀
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高

血
圧
や
糖
尿
病
を
合
併
し
て
い
る
場

合
は
、
さ
ら
に
そ
の
発
症
率
が
高
く

な
り
ま
す
。

　
ま
た
心
房
細
動
は
、
収
縮
効
率
を

落
と
す
た
め
、
慢
性
経
過
の
う
ち
に

心
機
能
を
低
下
さ
せ
、将
来
、心
不
全

を
招
く
こ
と
が
大
半
で
す
。

　

心
房
細
動
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

脳
梗
塞
を
発
症
す
る
危
険
が
高
い
と

判
断
さ
れ
た
人
に
は
、
血
液
を
サ
ラ

サ
ラ
に
す
る
抗
凝
固
療
法
で
血
栓
を

予
防
し
ま
す
。
抗
不
整
脈
薬
に
よ
る

薬
物
療
法
も
重
要
で
す
が
、
不
整
脈

は
気
ま
ぐ
れ
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、
薬

で
完
璧
に
押
さ
え
る
の
は
困
難
な
こ

と
が
多
い
で
す
。

　
そ
こ
で
「
カ
テ
ー
テ
ル
ア
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
」が
、近
年
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
心
臓
の

内
側
か
ら
心
電
図
に
よ
り
不
整
脈
の

原
因
箇
所
を
特
定
し
、
そ
こ
に
あ
て

が
っ
た
カ
テ
ー
テ
ル
の
先
か
ら
高
周

波
電
流
を
流
し
て
治
療
し
ま
す
。

　
初
期
で
あ
れ
ば
手
術
成
功
率
も
９

割
で
、
完
治
が
見
込
め
る
の
が
大
き

な
利
点
で
す
。
さ
ら
に
正
し
い
調

律
に
戻
る
こ
と
で
、
そ
の
後
の
心
不

全
管
理
が
圧
倒
的
に
有
利
に
な
り
ま

す
。

　
当
病
院
で
も
昨
年
12
月
、
膨
大
な

経
験
症
例
数
を
誇
る
不
整
脈
診
療
の

エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
綿わ

た

貫ぬ
き

正ま
さ

人と

医
師
を

迎
え
て
ア
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
し

ま
し
た
。

　
不
整
脈
に
つ
い
て
心
配
さ
れ
て
い

る
人
、治
療
が
う
ま
く
い
か
ず
困
っ
て

い
る
人
は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

市長
コラム　
市長
コラム　

※至誠通天
　�誠を尽くせば天が
　�味方してくれること

問 

市
立
長
浜
病
院〈
代
表
〉

　

 

☎
68
・
２
３
０
０

▲新型コロナウイルス感染症対策本部会議

118

市立病院通信-○-109このコーナーでは、病院施設や事業のほか、生活に役立つ “ 健康豆知識 ”
などを紹介します。

市立長浜病院　診療局長
循環器内科　高

た か

島
し ま

 弘
ひ ろ

行
ゆ き

　
秋
に
開
催
す
る
「
長
浜
音
楽
祭
２
０
２
０
」

に
出
演
す
る
湖
北
地
域
の
音
楽
団
体
を
募
集

し
ま
す
。
み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
音
楽
祭
を

つ
く
り
あ
げ
、
音
楽
を
通
し
て
交
流
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

【
と　
き
】 

11
月
14
日(

土
）、15
日(

日
）

【
と
こ
ろ
】 

長
浜
文
化
芸
術
会
館(

大
島
町)

【
演
奏
時
間
】 

合
唱
団
体(

10
分)

　
　
　
　
　

 

器
楽
団
体(

15
分)

※
い
ず
れ
も
入
退
場
を
含
み
ま
す
。

【
対
象
・
条
件
】

　
市
内
お
よ
び
米
原
市
で
活
動
し
て
い
る
合

唱
ま
た
は
演
奏
の
団
体
。

※ 

参
加
団
体
は
実
行
委
員
会
組
織
に
入
り
、

協
賛
広
告
集
め
や
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

【
参
加
料
】�

３
０
０
円
／
人

【
申
込
み
】��

５
月
12
日(

火)

ま
で
に
、
直
接
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、

５
月
６
日(

水
・
振
休)

ま
で
休
館
し
て
い
ま

す
。

　
今
後
の
予
定
は
、
子
育
て
応
援
ア
プ
リ「
な

が
ま
る
キ
ッ
ズ
！
」、
子
育
て
応
援
メ
ー
ル
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、休
館
中
で
も
、子
育
て
に
関
す
る
悩

み
や
不
安
の
相
談
は
、
電
話
で
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

「
長
浜
音
楽
祭
２
０
２
０
」出
演
団
体
募
集

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問 

長
浜
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局 (

長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内)

　

 

☎
65
・
３
３
６
６　

FAX 

65
・
３
３
６
８

問 

サ
ン
サ
ン
ラ
ン
ド 

☎
62
・
３
７
１
２　
こ
ど
も
ら
ん
ど 

☎
74
・
４
５
６
７

　

 

の
び
の
び
ら
ん
ど 

☎
72
・
８
１
７
７　
あ
い
あ
い
ら
ん
ど 

☎
85
・
５
５
７
７

▲iphone用 ▲Android用
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☆お住まいの地区以外の会場で受診される場合は、２日前までに連絡してください。
☆ 健診対象のお子さんに対し、子育て応援アプリ「ながまるキッズ！」で、健診日程等を事前に
　お知らせするサービスを行っています。ぜひご利用ください。

▲iphone用 ▲Android用

そだちっこ広場
　妊娠中の心身のこと、おっぱいのこと、お子さんの発育発達、予防接種、歯、栄養、離乳食、あそびなど子育ての相
談に対応する「そだちっこ広場」は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しています。今後の実施に
ついては、決定次第、日程をホームページに掲載します。
　個別のご相談等ありましたら、健康推進課(☎６５－７７５１)まで電話でご相談いただきますようお願いしま
す。

長浜市保健センター (健康推進課)
☎６５－７７５１( 子育て、成人の相談 )
☎６５－７７５９( 保健予防事業について )

保健センター高月分室 (北部健康推進センター)
☎８５－６４２０保健だより

　「産後、気持ちが落ち込んでしまう」、「赤
ちゃんの体重が増えているか心配」、「近く
で赤ちゃんと一緒に出かけられるところを
教えてほしい」など妊娠から出産・子育て
の期間には多くの疑問や不安が出てくるも
のです。自分ひとりでは心配な時、誰かに
聞いてほしい時は、
お住まいの地区の
子育てコンシェル
ジュ (地区担当保
健師)にお気軽にご
相談ください。

　新型コロナウイルス感染症への対策として、クラス
ター (集団)の発生を防止することが重要です。日ご
ろの生活の中で３つの「密」が重ならないように工夫
しましょう。

※ ３つの条件のほか、共同で使う物品には消毒
などを行ってください。

　次の(1)(2)に該当する人は、「帰国者・接触者相談
センター」に連絡してください。くれぐれも、直接医療
機関へ行かないでください。

(1)�風邪の症状や37.5°C以上の発熱が４日以上続い
ている(解熱剤を飲み続けなければならないときを
含みます）。

※ なお、次のような人は重症化しやすいため、(1)の状
態が２日程度続く場合に、帰国者・接触者相談セン
ターにご相談ください。

〇高齢者
〇 糖尿病、心不全、呼吸器疾患(COPD等)の基礎疾患が

ある方や透析を受けている人

〇免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている人
〇 妊婦の人については、念のため、重症化しやすい人と

同様に、早めに帰国者・接触者相談センターにご相
談ください。

(2)強いだるさ(倦怠感)や息苦しさ(吸困難)ある。

　センターでご相談の結果、新型コロナウ
イルス感染の疑いのある場合には、専門の
「帰国者・接触者外来」をご紹介していま
す。マスクを着用し、公共交通機関の利用
を避けて受診してください。

人権への配慮について
　新型コロナウイルスの感染が国内でも拡大している
中で、感染した人やその家族、中国から帰国した人、外
国籍の人等に対する不当な差別、偏見、いじめ、SNSで
の誹謗中傷等を行わないようお願いします。

誤った情報に惑わされないでください
　新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、誤った情
報が拡散する場合があります。市民の皆さんには、確
実な情報に基づき、冷静な対応、行動をとっていただく
ようお願いします。

◆新型コロナウイルス感染症が疑われる人へ

◆帰国者・接触者センターおよび一般電話相談窓口

◆市民の皆さんへのお願い

×①換気の悪い 密閉空間
×②多数が集まる 密集場所
×③間近で会話や発生する 密接場所
　３つの条件がそろう場所がクラスター (集団)発生
のリスクが高くなります。

【対　　象】�妊娠中の人、0歳～就学前のお子さんの保護者
【利用方法】
  〇来所相談・電話相談
  〇相談内容や相談者の希望により家庭訪問
  〇そだちっこ広場(月2回)
【相談窓口】
  〇健康推進課(☎６５－７７５１)
　  （長浜・浅井・びわ・虎姫地区にお住まいの人）
  〇北部健康推進センター (☎８５－６４２０)
　  （湖北・高月・木之本・余呉・西浅井地区にお住まいの人）
【相談時間】
  月～金曜日　8時30分～ 17時15分
  （休日・祝日および年末年始の閉庁日は除く）

すこやかトピックス　～子育てコンシェルジュにお気軽にご相談ください～

▲市ホームページ

新型コロナウイルス感染症の
集団発生防止にご協力をお願いします

３つの密を避けましょう！

検索厚労省　コロナ

帰国者・接触者相談センター 一般電話相談

滋賀県薬務感染症対策課 ☎０８０－２４７０－８０４２
平日、土日祝　24時間

☎０７７－５２８－３６３７
平日、土日祝　８時30分～17時15分

長浜保健所 ☎０８０－２５２５－６３２２
平日　８時30分～17時15分

☎０７４９－６５－６６６０
平日　８時30分～17時15分

受付時間13時～14時15分乳幼児健診

健　診 対象児の生年月日
会場・実施日 持ち物

保健センター
長浜・浅井・びわ・
虎姫地区（通訳あり）

高月分室
湖北・高月・木之本・
余呉・西浅井地区

【共通】�母子健康手帳
　　　質問票

４か月児健診
令和２年１月

 １ ～ 15日 生 ５月28日(木)
 ５月26日(火)

バスタオル
16 ～ 31日 生 ５月29日(金)

令和２年２月
 １ ～ 15日 生 ６月22日(月)

 ６月23日(火)
16 ～ 29日 生 ６月24日(水)

10か月児健診
令和元年７月

 １ ～ 15日 生 ５月22日(金)
 ５月25日(月)

バスタオル
16 ～ 31日 生 ５月27日(水)

令和元年８月
 １ ～ 15日 生 ６月17日(水)

 ６月12日(金)
16 ～ 31日 生 ６月18日(木)

１歳８か月児健診 平成30年10月
 １ ～ 15日 生 ６月 ９日(火)

 ６月10日(水) お子さんの歯ブラシとコップ
16 ～ 31日 生 ６月11日(木)

２歳８か月児健診 平成29年10月
 １ ～ 15日 生 ６月 ４日(木)

 ６月  ８日(月) お子さんの歯ブラシとコップ
ささやき声検査結果票16 ～ 31日 生 ６月 ５日(金)

３歳８か月児健診 平成28年10月
 １ ～ 15日 生 ６月 １日(月)

 ６月  ２日(火) お子さんの歯ブラシとコップ
お子さんの尿(できるだけ朝１番のもの)16 ～ 31日 生 ６月 ３日(水)
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　昨年から余呉地域で始まった「地域食堂」は、集落の自治会館
などで近隣住民が食事とレクレーションを楽しむ場です。同
地域の暮らしの困りごとを検討する協議団体から生まれた取
り組みで、余呉福祉の会が運営を担います。
　同地域は南北間が約20㎞にもおよび、自治会ごとの距離が
離れているのが特徴。１人暮らし高齢者・高齢者世帯の深刻
な増加が共通の課題に加え、エリアごとに暮らしの困りごとが
ある現状を踏まえ「出向いて交流するなかで本音に寄り添いた
い」との思いがきっかけでした。

　メニューは「食べたいけど１人だと機会がない」といった品
を意識。食後は地元小学生が作成したカルタで遊び、ふだんな
らテレビを観て過ごすだけなどになりがちな時間帯を楽しん

でもらうなど、細やかな工夫を盛り込みました。
　福祉の会の代表の三

み

段
か

﨑
ざき

靜
しず

子
こ

さんは「子どもの多いエリアで
は多世代交流として企画するなど地域の特性を大事にして続
け、住民さんとの信頼関係を育んでいきたい」と話します。
※ コロナウイルス感染症防止のため、現在は取り組みを休止し

ています。

「み～な　びわ湖から」
＜会場　長浜図書館1階＞
　湖北地域の再発見をテーマに、ボランティアライターが取材
に駆け回り発行を続け、昨年30周年を迎えたタウン誌「み～な　
びわ湖から」。展示では、過去140号分からテーマを決めて抜
粋し写真や記事をパネルなどで立体的に構成。関連図書の紹
介もあり、より造詣を深められます。

６月30日(火)まで。５月のテーマは「びわ湖と山と」。
長浜図書館の開館時間

山門水源の森を次世代へ引き継ぐ会
＜会場　滋賀銀行長浜支店ロビー＞
　滋賀県最大の湿原で約４万年の歴史をもつ「山門水源の森」
(西浅井町山門)。豊かな自然環境を守り人との共生をめざそう
と、同会が熱心に保全活動に取り組んでいます。展示では、山
門湿原ならではの動植物の生態などパネルで紹介、湿原の全容
をわかりやすく学ぶことができます。

５月15日(金)まで
同銀行(高田町)の開業時間

※ 両展示とも、マスクを着用し長時間の滞在を避けてご鑑賞く
ださい。

ふだんなかなか知る機会のない図書館の裏側を知り、 
もっと便利に図書館を使いこなすための連続講座(全
５回)を開講します。 

本を探す手がかりとなる「日本十進分類法」の
話、それぞれの本に貼ってあるラベルの見方、
ならび方のルールなど、図書館を便利に使うた
めのノウハウを伝授します！

場　所 　 長浜図書館 開架室  
ながはま文化福祉プラザ2- A,B会議室

対　象 　18歳以上

定　員 　15人（申込先着）

申込み 　5月9日（土） 午前10時から

その他 　 受講無料。  
定員になり次第受付を終了します。

　野球の監督はなぜスーツでベンチ
に入らないのか？遺跡を発見したら
どうする？天然にがりは何をもって

「天然」なのか？
　世の中にはその業界でしか通用し
ないネタがいっぱいです。外からは
わからない驚きの裏話に迫った一冊
です。 

　旅をしながら、たどりついた小さ
な町に住み着いた画家。その画家は
いつしか町の人たちに「キャプテン」
と呼ばれ、誰からも親しまれる存在
になってゆく。 
　人生の終盤をこの町で過ごした彼
が、最後に描いたものとは …。 

館 名 問合せ 休館日 開館時間

長 浜 ☎ 63-2122
◎ 毎週　火曜日

◎ 資料整理日：5月28日（木）
平日：10時～20時
土・日・祝日：10時～18時

浅 井 ☎ 74-3311
◎ 毎週　月・火曜日

◎  資料整理日：5月28日（木） 

蔵書点検：5月25日（月）～28日（木） 
※びわ・湖北

10時～18時

び わ ☎ 72-4305

虎 姫 ☎ 73-2335

湖 北 ☎ 78-1687

高 月 ☎ 85-4600

公益財団法人 江
こ

北
ほ く

図書館

市内には以下の図書館もあります

▲ 昨年秋の開催でのメニューはカレー。約 30 人の住民が団ら
んしました。

ガーデニング、園芸が好きな人にぴったりの地域貢
献になるはず
問 代表 北

きた
川
がわ

 重
しげ

義
よし

(☎０９０－６０５４－０５３６)

市立図書館 HP
QR コード

▼

♢ 木之本まちづくりセンター図書室(北部振興局併設) 
☎82-5915 【8時30分～17時】　休室：土曜日・日曜日・祝日

♢ 余呉文化ホール図書室(余呉支所隣接) 
☎86-8107 【9時～17時】　休室：祝日

♢ 西浅井まちづくりセンター図書室(西浅井支所併設) 
☎89-1125 【8時30分～17時】　休室：月曜日、第1・3日曜日、祝日

木之本町木之本1362　☎ 82-4867 
休館日：月曜日、第１・３日曜日、祝日 

ホームページ：http://kohokutoshokan.com

5
14 時〜16 時

「図書館の本の
　　ならび方を知ろう」

23㊏

以下のとおり休館し、蔵書の点検をおこな
います。 ご不便をおかけしますが、

ご協力をお願いします。

休館中の本の返却は、
返却ポストをご利用ください。

蔵書点検による臨時休館のお知らせ

5月25日㊊〜28日㊍

びわ・湖北図書館

日　時

〒 526-0037 高田町 12-34

テ
ー
マ 『立ち入り禁止の裏ネタ・

　　　　　　　　隠しネタ大全』

『海の見える丘 絵本版』 

ライフ・リサーチ・プロジェクト／編
（青春出版社）

くすのきしげのり／作　古
ふる

山
やま

 拓
たく

／絵
（星

ほし

の環
わ

会
かい

）

長浜をより深く知る　二つの企画展

出向いて開催「地域食堂」

こんな活動してます！

【ながはま文化福祉プラザ】	 	
●文化福祉プラザ室／☎ 65-6907 ●ながはま市民協働センター／☎ 65-6525 
●長浜まちづくりセンター／☎ 62-1808 ●長浜図書館／☎ 63-2122  
●長浜市地域福祉センター／☎ 62-1804
【長浜商工会議所・長浜ビジネスサポートセンター】	 	

●長浜商工会議所／℡ 62-2500 ●長浜ビジネスサポート協議会／☎ 53-2770

図

書

室

2020
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木之本ローズガーデン
ボランティアの会

第
１
回

　JR木ノ本駅東口ロータリーの一画、約400㎡にわたってバラの木が植わ
り、これからの季節次々に開花していきます。木々の手入れを担うのが、木之
本ローズガーデンボランティアの会。　
　平成21年に旧木之本町の呼びかけで結成。栽培のコツやワザを教えあい
学び合いながら、まちの玄関口を美しく彩ってきました。　
　現在のメンバーは40 ～ 70代の男女23人で、班分けして担当日を分担し、
月に１度には全員で手入れをしています。摘花や剪定などをこまめに行い、
12月まで開花を楽しむことができます。「きれい！」「すごいね！」、駅利用
者らからそんな声を聞くのが何よりの励みになっています。メンバーも随時
募集中。バラの栽培に興味がある人はもちろん、初心者でも歓迎です。

展示期間

展示期間

時　　間

時　　間

ご注意ください

　予定している行事等は、中止・変更する
場合があります。
　最新情報は、最寄り図書館またはホーム
ページ(下記 QR コード)でご確認くださ
い。

長浜まちづくりセンター・長浜図書館・ながはま市民協働センターは、
コロナウィルス感染拡大を防ぐため、5月6日（水）まで臨時休館します。

最新情報はさざなみタウンホームページでご確認ください。一刻も早い事態の収束のためにご協力をお願いします。

さざなみタウン 長浜文化福祉プラザ　一部施設休館のお知らせ
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お
知
ら
せ

保
健
だ
よ
り

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

み
ん
な
の
掲
示
板

な
が
は
ま
見
聞
録

お
知
ら
せ

さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
文
化
財

／
各
種
相
談

み
ん
な
の
掲
示
板

至
誠
通
天

／
お
元
気
で
す
か

相談名 日時 場所 問合先・申込先

行政相談
※右欄( )内は相談委員

５月 ７日(木)・６月４日(木)
９時～12時(小

こ ば

林
や し

)
さざなみタウンながはま文化福祉プラザ
(高田町)

滋賀行政監視行政情報センター 
(☎０７７－５２３－１１００)

５月11日(月)・６月１日(月)
９時～12時(長

は せ が わ

谷川) 虎姫まちづくりセンター (田町)

５月12日(火)・６月２日(火)
９時～11時30分(中

な か

川
が わ

) びわ高齢者福祉センター (難波町)

５月12日(火)・６月９日(火)
13時～15時(坂

さ か

井
い

)
西浅井まちづくりセンター
(西浅井町大浦)

５月13日(水)
13時～15時(髙

た か

山
や ま

) 高月支所(高月町渡岸寺)

５月14日(木)
９時～12時(三

み

浦
う ら

)
さざなみタウンながはま文化福祉プラザ
(高田町)

５月21日(木)
９時～12時(谷

た に

口
ぐ ち

)
木之本まちづくりセンター
(木之本町木之本)

５月27日(水)
９時～12時(竹

た け

本
も と

)
湖北デイサービスセンター
(湖北町速水)

６月 ５日(金)
９時～12時(池

い け

澤
ざ わ

) 浅井支所(内保町)

６月 ５日(金)
13時～16時(新

し ん

堂
ど う

)
余呉まちづくりセンター
(余呉町中之郷)

介護・福祉のお仕事�
「ミニ就職説明会」
「出張相談」★

５月19日(火)
15時～16時 滋賀県湖北合同庁舎(平方町) 湖北介護・福祉人材センター 

(☎６４－５１２５)

一日年金相談★ ５月21日(木)
10時～16時 市役所本庁舎５階５－Ｃ会議室 彦根年金事務所　お客様相談室

(☎０７４９－２３－５４８９専用ダイヤル)

【申込方法】�５月２日（土）８時30分から、長浜市民交流センターで申込受付けを開始します。
　　　　　 電話での申込みも可能。ただし定員になり次第受付終了となります。

【申込方法】�５月２日(土) ８時30分から、長浜伊香ツインアリーナで申込受付を開始します。
　　　　　 電話での申込みも可能。ただし定員になり次第受付終了となります。
※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、教室が延期や中止になる場合があります。詳しくは、お問い合わせください。

問・申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団（長浜市民交流センター）　☎６５－３３６６

問・申 (公財)長浜文化スポーツ振興事業団（長浜伊香ツインアリーナ）　☎８２－４１１９

（公財）長浜文化スポーツ振興事業団から、
講座・教室・イベントの情報を

お届けします！

記事広告

教室名 曜日・時間 対象 受講料 定員 講師 内容

ポル・ド・ブラ
火曜日

18時45分～
19時45分

一般

8,400円
全12回 20人

Ｎ
ナ ン シ ー

ancy
先生

美しくエレガント、バランスのと
れた誰もができる振付けを、ゆっ
くりとした動きで行います。

サルセーション
火曜日

20時～ 21時
8,400円
全12回 20人

音楽を心とからだで感じ、歌詞を
踊りで表現することで、楽しみな
がら自然に体幹を鍛えていくダン
スプログラムです。

　
余
呉
町
尾
羽
梨
の
山
奥
は
、ブ
ナ
の
原
生
林

が
広
が
る
一
帯
で
し
た
。
そ
の
地
は
、今
か
ら

２
億
４
，
５
０
０
万
年
～
５
億
７
，
０
０
０
万

年
前
の
古こ

生せ
い

代だ
い

の
海
底(

古
生
層
土
壌)

で
で

き
た
堆た

い

積せ
き

岩が
ん

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
堆

積
岩
の
な
か
で
も
、石せ

き

英え
い

質し
つ

の
堆
積
岩
が
で
き

る
と
き
に
放ほ

う

散さ
ん

虫ち
ゅ
うな
ど
の
石
灰
質
が
沈
殿
し

て
で
き
た
も
の
が「
チ
ャ
ー
ト
」と
呼
ば
れ
、緻

密
で
と
て
も
硬
く
、
光
沢
が
あ
る
岩
石
で
す
。

そ
の
チ
ャ
ー
ト
が
、横
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て

地
層
が
曲
が
っ
て
リ
ン
グ
状
に
な
っ
た
も
の

を
眼
球
チ
ャ
ー
ト
と
呼
び
ま
す
。
江
戸
時
代

の
書
物
で
あ
る『
雲う

ん

根こ
ん

誌し

』に
も
紹
介
さ
れ
、奇き

石せ
き

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
奇
石
で
あ
る
こ
と
か
ら
、人
の
手
に
よ
っ
て

乱ら
ん

掘く
つ

さ
れ
て
し
ま
い
、
平
成
21
年(

２
０
０
９)

に
尾
羽
梨
で
調
査
を
し
た
と
き
に
は
、ほ
と
ん

ど
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

現
在
、
現
地
で
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
余
呉
文
化
ホ
ー
ル
図
書
館
に
、
寄
贈
さ
れ

た
眼
球
チ
ャ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。
昭
和
41
年

(

１
９
６
６)

に
、
余
呉
町
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
、
現
在
は
長
浜
市
の
天
然
記
念
物
に

な
っ
て
い
ま
す
。

問 

歴
史
遺
産
課（
☎
65
・
６
５
１
０
）

シリーズ○

市内には、国や県、市が指定した文
化財がキラ星のごとく光り輝いてい
ます。このコーナーでは、数ある文
化財の中から代表的なものをシリー
ズで紹介します。

108

市指定天然記念物　眼
がん

球
きゅう

チャート
指定日：昭和41年８月 17日指定
産　地：余呉町尾

お

羽
ば

梨
なし

種　類：岩石　　所有者：長浜市

▲眼球チャート

ネイティブ講師による英会話講座はじめます！！

受講者募集　（５月～９月開講）
長浜伊香ツインアリーナ 新規スポーツ教室

長浜市民交流センター
６月～９月までの講座です。初めての方も大歓迎！

４月に新たな地域スポーツとコミュニティの拠点が誕生しました。　
誰もが身近に利用しやすく、憩い・集える場所。それが長浜伊香ツインアリーナです。

講座名 対象 受講料 曜日・時間 定員 講師 内容

こども英会話講座 小学
４～６年生

12回
12,000円

（テキスト代別）

土曜日
16時45分～
17時45分

10人

エルマ・クルーズ
先生

「話す、聞く、読む、書く」
を楽しみながら学びま
す。中学校に入る前に英
語に慣れてみよう。

英会話講座 一般
12回

18,000円
（テキスト代別）

土曜日
18時～

19時30分
10人 基礎的な日常英会話を学

べます。

■各種無料相談　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★印は予約が必要です。
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せ
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ニ
ュ
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さ
ざ
な
み
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
ス

な
が
は
ま
の
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化
財

／
各
種
相
談
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ん
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み
ん
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／
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日日時　場場所　内内容　講講師　対対象　定定員　費費用　持持ち物　申申込方法
締申込締切・期間　他その他　問問合せ

■マークの意味

募　
集

催　
し

講
座・教
室

掲載内容のお問い合わせは、直接広告主へ。広告に関する一切の責任は広告主に帰属し、市が推奨するものではありません。

12
月
５
日(

土)

、
１
月
23
日(

土)

、

２
月
６
日(

土)

場
赤
谷
荘(

小
谷

丁
野
町)

内
こ
ふ
く
豆
簡
単
料
理
、

鮒
寿
司
、
か
ぶ
ら
漬
け
ほ
か
定
各

20
人
費
１
，
０
０
０
円
／
回(

別
途

材
料
費)

申
５
月
31
日(

日)

ま
で
に

電
話
で
。
問
赤
谷
の
里 

河か
わ

毛け(

☎

０
９
０・１
１
３
８・０
９
４
２)

◆
小
学
生
ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室

　
受
講
生
募
集

小
学
生
の
体
力
ア
ッ
プ
を
応
援
し

ま
す
。
内
各
種
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に

通
用
す
る
速
く
走
る
コ
ツ
を
出
張

指
導
し
ま
す
。
対
ス
ポ
ー
ツ
活
動

団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
子
ど
も

会
、
小
学
生
、
幼
稚
園(

５
歳
児)

等

(

20
人
以
上)

申
電
話
で
。
問
公
認

ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
コ
ー
チ 

橋は
し

本も
と(

☎

０
９
０・９
２
５
３・６
０
０
２)

◆
弓
道
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
６
月
２
日(

火)

～
７
月
３
日

(

金)

毎
週
火
・
金
曜
日
19
時
30
分

～
21
時
場
長
浜
市
民
弓
道
場(

宮

前
町)

対 

18
～
70
歳
定 

20
人
程
度

費
５
，
０
０
０
円(

全
10
回
保
険

料
含
む)

申
初
回
日
に
道
場
で
受

付
。
問
長
浜
市
民
弓
道
場(

☎
63
・

０
２
１
２)

◆
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
養
成
セ
ミ
ナ
ー

市
内
の
小
学
校
等
で
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
し
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
後
は
シ

ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
ジ
ー
バ
ー
ぽ
こ
ぽ
こ
」
で
活
動
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
男
性
の
人
も

大
歓
迎
で
す
。

日
６
月
11
日(

木)

～
７
月
17
日

(

金)

全
６
回(

各
回
２
時
間
程

度)

場
虎
姫
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

(

田
町)

対
市
内
在
住
の
60
歳
前
後

～
他
日
程
等
詳
し
く
は
申
込
者
に

別
途
郵
送
し
ま
す
。
申
５
月
27
日

(

水)

ま
で
に
電
話
で
。
問
健
康
企

画
課(

☎
65
・
７
７
７
９)

◆
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　
参
列
者
募
集

日
８
月
14
日(

金)

、
15
日(

土)

場
日

本
武
道
館(

東
京
都
千
代
田
区)

対

戦
没
者
の
遺
族
で
１
泊
２
日
の
団

体
行
動
が
で
き
る
県
内
在
住
の

人
定 

50
人(

応
募
多
数
の
場
合
抽

選)

費
５
，
０
０
０
円
程
度
申
５
月

31
日(

日)

ま
で
に
、①
郵
便
番
号
②

住
所
③
氏
名(

ふ
り
が
な)

④
生
年

月
日
⑤
年
齢
⑥
性
別
⑦
戦
没
者
と

の
続
柄
⑧
電
話
番
号
⑨
戦
没
者
の

氏
名(

ふ
り
が
な)

⑩
戦
没
者
の
本

籍
都
道
府
県
名
⑪
陸
・
海
軍
の
別

を
記
入
し
て
郵
送
で
。(

消
印
有

効)

問
滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課

(

☎
０
７
７・
５
２
８・
３
５
１
４)

〒
５
２
０・
８
５
７
７ 

大
津
市
京

町
４
丁
目
１
番
１
号

◆ 

排
水
ポ
ン
プ
を
運
転
し
て
浸

水
被
害
を
軽
減
し
ま
す

琵
琶
湖
へ
流
れ
込
む
河
川
は
多
数

あ
り
ま
す
が
、
流
れ
出
る
河
川
は

瀬
田
川
の
み
で
す
。
か
つ
て
は
大

雨
が
降
る
と
琵
琶
湖
の
水
位
が
上

昇
し
沿
岸
の
土
地
の
低
い
所
は
浸

水
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
沿

岸
の
土
地
の
低
い
所
に
は
、
湖
岸

堤
、
水
門
、
樋
門
の
ほ
か
、
内
陸
側

の
水
を
排
水
す
る
た
め
に
設
置
し

た
排
水
機
場(

ポ
ン
プ
場)

が
あ
り
、

大
雨
に
よ
り
琵
琶
湖
の
水
が
内

陸
側
へ
逆
流
を
始
め
る
場
合
に
は

「
内
水
排
除
」
と
い
う
操
作
を
行
い

浸
水
被
害
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
水
田
の
浸
水
被
害
を

軽
減
す
る
た
め
、
浸
水
時
間
の
短

縮
を
目
的
と
し
て
ポ
ン
プ
能
力
を

決
め
て
い
ま
す
の
で
、
強
い
雨
が

降
る
場
合
に
は
、
ポ
ン
プ
を
運
転

し
て
も
、
し
ば
ら
く
は
浸
水
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

問(

独)

水
資
源
機
構
琵
琶
湖
開
発

総
合
管
理
所(

☎
０
７
７・５
７
４
・

０
６
８
０)

◆ 

Ｈ
Ｓ
Ｃ(H

ハ

イ

リ

ー

ighly S

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

ensitive 
C

チ
ャ
イ
ル
ド

hild)

、
Ｈ
Ｓ
Ｐ(H

ハ

イ

リ

ー

ighly 
S

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ

ensitive P

パ

ー

ソ

ン

erson)

お
茶
会

人
一
倍
敏
感
な
子
ど
も(

Ｈ
Ｓ

Ｃ)
の
保
護
者
や
ご
自
身
が
Ｈ

Ｓ
Ｐ
の
人
が
集
う
場
で
す
。
一

緒
に
話
し
た
り
考
え
た
り
し
ま

せ
ん
か
。
興
味
が
あ
る
人
も

参
加
で
き
ま
す
。
日
５
月
20
日

(

水)

10
時
30
分
～
12
時
30
分
場
び

わ
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー(

難
波

町)

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。

問
ぞ
う
さ
ん
の
は
な 

藤ふ
じ

田た(

☎

０
９
０・５
１
３
２・８
４
０
５)

chirp.0815.chirp@
gmail.com

◆
長
浜
さ
つ
き
の
会「
花
季
展
」

さ
つ
き
、小
品
盆
栽
、山
野
草
な
ど

の
盆
栽
を
展
示
し
ま
す
。
日
５
月

29
日(

金)

～
31
日(

日)

９
時
～
17

時(

初
日
は
12
時
か
ら
、
最
終
日
は

15
時
ま
で)

場
長
浜
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

地
福
寺
町)

他 

30
日
、
31
日

は
盆
栽
に
関
す
る
講
習
会
あ
り
。

問
長
浜
さ
つ
き
の
会
代
表 

小お

川が
わ

(

☎
74
・
０
５
２
５)

◆
Ｈハ

ー

ト

ト

レ

イ

ン

ｅ
ａ
ｒ
ｔ
Ｔ
ｒ
ａ
ｉ
ｎ
講
座

①
大
人
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
「
お

と
み
っ
く
」
音
と
リ
ズ
ム
を
使
っ

た
脳
ト
レ
＆
身
体
活
動
日
５
月

12
日(

火)

10
時
30
分
～
11
時
30

分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
中な

か

山や
ま

あ
り
か
氏

定 

10
人(

先
着
順)

費
８
０
０
円

(

初
参
加
無
料)

②
ヨ
ガ
教
室
日
５

月
14
日(

木)

10
時
30
分
～
11
時

30
分
場
六
荘
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー(

勝
町)

講
小こ

宮み

山や
ま

和か
ず

子こ

氏

定 
15
人(

先
着
順)

費
５
０
０
円

申
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
。
問

H
eartTrain dai

～dai

～ 

村む
ら

山や
ま(

☎

０
９
０・４
０
３
８・８
８
９
９)

daidai.risa@
gm

ail.com

◆
赤
谷
の
里
発
酵
食
講
習
会

発
酵
食
品
に
つ
い
て
料
理
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
日
６
月
14
日(

日)
、

７
月
５
日(

日)

、
９
月
６
日(

日)

、

10
月
25
日(

日)

、
11
月
22
日(

日)

、

お
知
ら
せ

【内　容】�すべての運動スポーツの基礎「走ること」「跳ぶこと」「投げること」の３つを中心
に幼少年期に身につけておかないといけない「動き」を指導します！

【と　き】 ■６月20日、27日、７月４日、25日、８月１日、８日、22日 (各土曜日) 
【ところ】 長浜市民体育館(宮司町)
【対　象】 ■キッズクラス　　(年中・年長)　　    ９時15分～10時15分
 ■ジュニアクラス　(小学１・２年生)   10時30分～11時30分
【受講料】 全７回　8,400円(保険料込み)
【申込み】  ５月16日(土) ８時30分から長浜市民体育館で所定の申込用紙に受講料を添えて

お申し込みください。
 ※先着順、電話予約可(来館申込者優先)

問・申  (公財)長浜文化スポーツ振興事業団(長浜市民体育館)　☎６３－９８０６

ジュニア運動塾運動のコツがマスターできる！
こんなトレーニングが受けたかった！文スポKIDS

体力向上事業

申込方法や参加費等の記載がない催しは、申込不要、参加無料です。

掲載希望の場合は、下記の締切までにメールで原稿をお寄せください。kouhoushi@city.nagahama.lg.jp
７月号：５月25日(月）　８月号：６月25日(木)
●営利目的など掲載できない催しもあります。詳しくは市民広報課(☎65－6504）までお問合せください。

有料広告欄

■走るコツのトレーニング（遊びの中から腕や脚の動きを身につける）
■跳ぶコツのトレーニング（遊びの中から着地姿勢やタイミングを身につける）
■投げるコツのトレーニング（遊びの中から体重移動や腕の振りを身につける）

記事広告長
浜
米
原
休
日
急
患
診
療
所

５・６
月
の
診
療
日
の
お
知
ら
せ

☎
65
・
１
５
２
５

※ 

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、必
ず
電
話
の
う
え
、マ
ス

ク
を
着
用
し
受
診
く
だ
さ
い
。

【
診
療
日
】

５
月
３
日
、４
日
、５
日
、６
日
、

　
　
10
日
、17
日
、24
日
、31
日

６
月
７
日
、14
日
、21
日
、28
日

【
受
付
時
間
】

８
時
30
分
～
11
時
30
分

12
時
30
分
～
17
時
30
分

【
診
療
時
間
】

９
時
～
18
時

【
診�

療�

科
】

内
科
・
小
児
科

【
場　
所
】

湖
北
医
療
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

「
メ
デ
ィ
サ
ポ
」内(

宮
司
町
１
１
８

１
‐
２
）

※ 

電
話
は
お
か
け
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※ 

受
診
時
は
保
険
証
・
福
祉
医
療

券
・
お
薬
手
帳
・
母
子
健
康
手

帳(

乳
幼
児
の
場
合)

を
お
忘
れ

な
く
。

※ 

診
療
日
は
日
曜
・
祝
日
・
年
末

年
始(

12
月
30
日
～
１
月
３
日)

で
す
。

問
地
域
医
療
課(

☎
65
・
６
３
０
１)

●
お
こ
と
わ
り

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、催
し
が
延
期
や
中

止
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ

は
主
催
者
に
お
願
い
し

ま
す
。

み
ん
な
の
掲
示
板

市
民
の
皆
さ
ん
の
サ
ー
ク
ル
・
団

体
が
行
う
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

５
月
の
税
・
料

〇
固
定
資
産
税・都
市
計
画
税

　
一
括
・
１
期

〇
軽
自
動
車
税(

種
別
割)

　
全
期

安
心
で
安
全
な
口
座
振
替
を

始
め
ま
せ
ん
か
。
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学校・園活動
紹介

今
月
の
表
紙
伝
統
漁
法
で
あ
る「
追
い
さ
で
漁
」。
春
爛
漫
の
奥
び
わ
湖
で
、
古

い
に
し
えの

漁
村
の
営
み
を
偲し

の

ば
せ
る
そ
の
光
景
に
出
会
い
、

平
穏
に
生
活
を
営
め
る
こ
と
の
尊
さ
と
、
取
り
戻
す
べ
き
暮
ら
し
へ
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。（
４
月
７
日
撮
影
）

2020.	５
　
Vol.172

広
報
	な
が
は
ま

郷
土
の
誇
り
を
伝
え
る

ー
合
言
葉
は｢

智ち

仁じ
ん

勇ゆ
う｣

ー

　
浅あ

ざ

井い

長な
が

政ま
さ

の
居
城
「
小
谷
城
址
」
の
あ

る
小
谷
山
の
麓
に
建
つ
小
さ
な
小
学
校

が
小
谷
小
学
校
で
す
。

　
本
校
で
は
浅
井
家
の
家
訓｢

智
仁
勇｣

を
校
訓
に
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
智
」

は｢

深
い
洞
察
力｣

、「
仁
」は｢

思
い
や
り｣

、

「
勇
」は｢

勇
気
を
も
っ
て
決
断
す
る
力
」。

低
学
年
で
も
覚
え
ら
れ
る
シ
ン
プ
ル
な

語
句
の
中
に
、人
と
し
て
大
切
な
こ
と
が

網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

の
生
涯
の
愛
読
書
だ
っ
た
『
言げ

ん

志し

後こ
う

録ろ
く

』

に
は
、｢

如
何
に
優
れ
た
知
と
仁
を
持
っ

て
い
よ
う
と
も
、勇
を
育
ま
ね
ば
そ
れ
ら

を
発
揮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。だ
か
ら
、

し
っ
か
り
と
勇
を
育
む
努
力
を
せ
よ
」と

あ
り
ま
す
。

　

本
校
で
は
子
ど
も
た
ち
に
郷
土
の
誇

り
を
伝
え
た
い
と
い
う
地
域
の
願
い
の

も
と
、
35
年
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い
る

学
校
行
事｢

城
ま
つ
り｣

と
郷
土
学
習
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
城
ま
つ
り
は
３

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
み
こ
し
を

作
り
、当
日
は
武
者
姿
の
高
学
年
が
担
ぐ

み
こ
し
を
先
頭
に
隊
ご
と
に
小
谷
城
址

の
「
大
広
間
」
ま
で
練
り
歩
き
ま
す
。
大

広
間
で
は
長
政
や
浅
井
三
姉
妹
に
な
り

き
っ
て
の
発
表
や
、各
学
年
の
出
し
物
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、郷
土
の
歴
史
に
詳

し
い
人
を
外
部
講
師
と
し
て
迎
え
、現
地

で
の
歴
史
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、普
段
の
学
校
生
活
で
も
校
訓
に

恥
じ
ぬ
よ
う
、
読
書
に
励
み
、
縦
割
り
活

動
を
重
視
し
、大
き
な
声
で
発
表
や
あ
い

さ
つ
が
で
き
る
子
ど
も
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
合
言
葉
は｢

智
仁
勇｣

。
こ
の
校
訓
を

胸
に
、
子
ど
も
た
ち
が
郷
土
を
誇
り
に

思
う
大
人
に
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　
「
皆
さ
ん
に
国
友
町
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
の
が
嬉
し
い
」。
目
尻
を
下
げ
て
そ
う
話

す
の
は
、
国
友
鉄
砲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
の

吉
田
一
郎
さ
ん
。
大
河
ド
ラ
マ
「
麒
麟
が
く

る
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
来
館
者
数
が
２
倍
以
上
に
な
り
、
忙
し
い

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
吉
田
さ
ん
が
、
本
格
的
に
国
友
の
歴
史
を

勉
強
し
始
め
た
の
は
、昭
和
56
年
。
当
時
、町

内
の
人
に
も
国
友
鉄
砲
の
歴
史
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。「
住
ん
で

い
る
人
に
、
自
分
の
地
域
の
こ
と
を
も
っ
と

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
町
内
で
国
友
鉄
砲
研
究

会
を
立
ち
上
げ
、
定
期
的
に
勉
強
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
当
初
は
順
風
満
帆
と
は
い
か
ず
、「
何
を

や
る
に
し
て
も
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
こ
と
が
な

か
っ
た
」
と
苦
笑
い
し
な
が
ら
当
時
を
振
り

返
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
根
気
よ
く
続
け
る

こ
と
で
、
徐
々
に
国
友
町
の
歴
史
の
深
さ
と

凄
さ
が
伝
わ
り
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域

の
誇
り
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
当
時
、
売
り
に
出
さ
れ
て
い
た
鉄
砲
の
買

い
戻
し
運
動
を
住
民
を
あ
げ

て
取
り
組
み
、
１
０
０
挺
ほ

ど
の
鉄
砲
が
国
友
町
に
戻
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の

補
助
金
を
受
け
、
市
が
国
友
鉄

砲
の
里
資
料
館
（
現
国
友
鉄
砲

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
を
建
設
。
買

い
戻
し
た
鉄
砲
を
展
示
す
る

な
ど
、
町
内
一
丸
と
な
っ
て
資

料
館
の
運
営
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　
「
大
切
な
こ
と
は
、
見
え
な

い
歴
史
を
見
え
る
よ
う
に
し

て
、
地
域
の
人
や
訪
れ
た
人
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
」
と
熱
く
語
る
吉
田
さ
ん
。
国
友
町
で

は
資
料
館
の
他
に
も
、
集
落
内
の
辻
々
に
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
や
石
碑
を
立
て
、「
歴
史
が
見

え
る
ま
ち
」を
め
ざ
し
ま
し
た
。

　
吉
田
さ
ん
の
情
熱
が
や
む
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
平
成
30
年
に
館
長
に
就
任
。
展
示
す

る
だ
け
の「
資
料
館
」で
は
な
く
、
調
査
・
教

育・研
究
を
行
え
る
よ
う
な
施
設
で
あ
る「
博

物
館
」を
め
ざ
す
と
と
も
に
、皆
さ
ん
に
よ
り

親
し
み
や
す
く
な
る
よ
う
に
名
称
を
「
国
友

鉄
砲
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

中
心
と
し
て
、
日
本
銃
砲
史
の
研
究
所
を
作

る
こ
と
。「
ネ
ジ
の
開
発
や
分
業
制
の
導
入
、

新
素
材
の
開
発
な
ど
、
国
友
の
技
術
は
進
ん

で
い
た
。
大
学
の
先
生
や
全
国
の
研
究
者
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
繋
げ
、
地
域
の
歴
史
を
後

世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
意
気
込
み
ま
す
。

　
「
生
涯
現
役
。
い
ろ
い
ろ
な
所
と
連
携
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
ま
ち
お
こ
し
を
行
っ
て
い

き
た
い
」。
溢
れ
る
ほ
ど
の
地
域
愛
と
情
熱

を
持
ち
、吉
田
さ
ん
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

▲｢城まつり｣の様子

◀︎市教育委員会フェイスブック
学校・教育関係の情報が満載
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小谷小学校

住んでいる地域に、
　　　　　喜びと誇りを

吉
よ し

田
だ

	一
い ち

郎
ろ う

さん (国友町)

国友鉄砲ミュージアム館長

令
和

２
年

５
月

１
日

発
行

／
編

集
・

発
行
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人口と世帯数
令和２年４月 1 日現在

植物油インキで印刷しています。

「広報ながはま」は、各自治会を通じてお届けすることを原則としていますが、市民交流センターや図
書館、まちづくりセンターなど市の公共施設やスーパーなどにも置いています。市ホームページ、スマ
ホからもご覧いただけます。点字広報、声の広報を作成していますので、ご希望の人は市民広報課まで。

人口 １１７，４０３人 （－274）
男 ５７，５７０人 （－158）
女 ５９，８３３人 （－116）
世帯数 ４６，３５９人   （＋79）

(　)は前月との比較

長浜市の情報をスマホでチェック
長浜市

ホームページ
Facebook

長浜市ほっとにゅ～す
Facebook

長浜市教育委員会
Instagram

＃長浜ちょぴっく
YouTube

はま～るtb.
広報紙をスマホで

マチイロ
イベント情報を配信

ＬＩＮＥ

長浜子どものちかい�～わたしたちはちかいます～
ー. 元気にあいさつをします
ー. 名前を呼ばれたら「はい」と返事をします
ー.「ありがとう」「ごめんなさい」をすなおに言います
ー. 困っている人がいたら言葉をかけます
ー. 人の話をしっかり聞きます

長浜子育て憲章�～おとなが実践します～
ー. 子どもに誠実に生きる姿を見せます
ー. 見守るまなさざし、叱る勇気を大事にします
ー. ルールとマナーを教え、奉仕の心を育みます
ー. 自然や人々に感謝の心でふれあう子どもを育てます
ー. 長浜に誇りをもち、地域に貢献する子どもを育てます


